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籐鷹内閣膚書■青との打0せ,■ (摯区十都輌霰) 
楽敗Ⅲ注拿

: 口 時 :平成 28年 9月 20日 (月 )18`30～ 18165
2 対応を ,(内 閣府)肇メ■●青 伐澤■専官 `文■省)口,■●政青凛

晏 螂 償

8,晏 ,

0平成 80年 4月 日■●大節■に 遺,し て最重のスタジュールをや戴 し

丼十いただきたい 蔵田市ほどll間 はかけられない。 これは宙日の■高レ

ベルが,つ ているここ tひ しろもつと績 しいこと,會つている)山 本大巨

も 子きちんとや ,たいJと
=つ

ている.

0成 田市の医学部新戯の口には 3省方針を作咸したが これは東北

“

段中に

篠輿

"と
方IIを 作成 していたため、同じ移でやることとなつたもの_内申
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=上`姜

菫する■
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が入らないとできないわけでもなく 由水

“

 澤労省を入れたいのなら

,II省 がおく必,あ り. ドライに 同省が●力しないなら『悛らがやらな

かつたJと 賣曇を負う形にやoて,け ばよい いずれにしてヽガ2口分警

。11福辮群営:二i磯鯨鍛t.晨湾に■難嗜む■たし
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ルヽ が 文料4と
「
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加|1学口への伝議事項

0先日 ご餞口いただいた機蘊につき 文椰科学0として藤念している

事項をお伝えする.

0まず /AN蒻 員獣E師姜咸や人供夫議餞桑●研究、医学椰との選

"などは既存の獣医学部哺 黎り組まれており 日本再興崚薔欧I1201

5との関係で『暉存の獣E饉姜咸でない●なを具体L」や「曖存の大

学 学部でよ対なが困難な場合Jという●点から 整用化できるよう

よく検討していただきたい。(表現ぶりの工夫が必姜.その藤 ハード

ルを上げすぎないように注意)

0「国熙彙書拠点』を予成する日区増方llに,かれているが 先日の

日脱明では日藤置の鳴も細 す具体的な取18が十分に示されていな

かつたので 再綺,いただ0たい

O需■について 先口の麟明資料でま 公霧員獣医師の需●にしか書

及がなかつたが、毎年定員160名 の■生の

"出
に見合う応用ライフ

サイエンス研寛者0獣 医古崚暉床区の具体的書■も説明が必要で

あり、ご準備いただきたい。

O毬颯中部のない四ロヘ政Eすることこより 公務員獣饉嬌0籠保や

地摯の購崚 危機管理撼薦を整成すると0ことであるが 属存16大

■でま自地墟内入学率 囀喘率ともに低いことから 四口における

r具体的な需要Jと 地元定着 清月のための工体策も検討オ必整て

ある。

O餃量申薔に向けて 必要な教員凛凛や歯臓菫薔 資金訃国など 万

全な準備を行つていただきたい.特に贅全については 確保できる籠

によつて、構想の内審も,わってくると考える.薇裸せ る資金とr既

存の獣医師姜咸でない綸想1の実現との関係で +分な検討を行つ

ていただきたい.


